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《重点項目：生徒に対する取組項目》 （評価）A：目標を十分に達成　　B：目標を概ね達成　　C：やや不十分　　D：不十分

《チーム学校：教職員が取り組む項目》

課程 全

学校関係者評価

　評価

【社会性の育成】 　評価

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】

学校番号 41 　　　　　　　　　　　　中村高等学校　

見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く
　　人材

取組の
方向性

①チーム学校の推進
②厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
③デジタル社会に向けた教育の推進
④地域との連携・協働

学
校
像

○　すべての生徒が安全に安心して学び、活動できる学校
○　すべての生徒が自分の居場所を見つけ、役割を感じられる学校
○　生徒、保護者、地域、教職員がつながる学校
○　故郷を愛し、故郷の未来を担う若者が育つ学校
○　教職員がワークライフバランスを実感し、仕事に充実感を得られる学校

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

学
力
の
向
上

○基礎的・基本的な知識及び技能
○思考力、判断力、表現力等
○主体的に学習に取り組む態度
（学習習慣を含む）

・県アンケート「学習すること自体が面白い」高3肯定的回答７
０％以上【3年46.3%】《長期目標（３年間）》

・第２回スタサポＤ層の生徒１０名以内、Ｄ３が０名【＜D層＞１
年18名、2年4名、＜D3＞１年4名、2年1名】

・全国模試平均点偏差値５０以上【1年48.4、2年48.4】

・県アンケート「自主学習の仕方理解」70%以上【1年60.9%、2
年63.4%、3年81.5%】

〇課題探究の充実
〇すべての教育活動を通しての思考・判断・表
現させる機会の確保
〇家庭学習時間確保の取り組み
〇主体的に取り組む態度育成のための評価研
究

社
会
性
の
育
成

○コミュニケーション能力
　（かかわる力）
○キャリアデザイン能力
　（やりぬく力）

・県アンケート「地域や社会をよくするために何をすべ
きか考える」高3肯定的回答70％以上【3年69.8％】
《長期目標（３年間）》
・県アンケート「自分の考えや気持ちを分かりやすく
相手に伝える」肯定的回答90％以上【1年78.3%、2年
77.9%、3年90.1％】
・インターンシップ参加生徒数150名以上
・ボランティア活動参加生徒数250名以上

〇部活動の振興
〇体育祭、文化祭など学校行事の充実
〇中高異学年での取り組みの拡充（ピア・
チューター制度など）
〇インターンシップ、ボランティア活動の拡充
〇教育活動の地域連携
〇課題探究を通じての地域理解の促進

生
徒
像

○　学ぶ意欲と挑戦する気持ちを持ち、自分を高められる生徒
○　自分のこと、地域のこと、自分と地域の将来のことを語れる生徒
○　故郷や自然、仲間を大切に、「つながる」意識を持ち地域の未来を担う生徒
○　規範や規律を意識し、基本的な生活習慣が身に付いた生徒

【チーム学校】 　評価

生徒理解
生徒支援

〇安心できる学校生活のために、居
場所と役割を実感できるようにする。

〇支援の必要な生徒、気になる生徒
を迅速にSC、SSWへ接続し速やかに
情報共有を行うことを徹底する。

・学校評価アンケート「学校での生活に満足」肯定的
回答90%以上【91.8%】

・学校評価アンケート「教職員への相談」肯定的回答
70%以上【67.1%】

〇支援が必要な生徒や気になる生徒の情報共
有の徹底
〇生徒指導の３機能を働かせた教科等の授業
づくりの推進
〇人権教育ＬＨの充実
〇生徒が活躍できる学校行事の運営

授業改善

〇主体的・対話的で深い学びを実現
する。
〇ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業
を拡充する。
〇観点別評価の運用及び研究を推
進する。

・県アンケート「学校の授業よく理解」の肯定的回答
90%以上【１年76％、２年90%、３年92％】

・県アンケート「学校の授業で自ら考え、まとめ、発表
する機会」肯定的回答90%以上【１年86％、２年90％、
３年91％】

〇課題探究の充実
〇ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業の拡充
〇「主体的に取り組む態度の育成」「生徒の変
容・成長」につながる観点別評価の研究

目
指
す
べ
き
姿

目指す
べき姿
を実現
するた
めの取
組等

○　チームとして生徒を支援する組織の充実
○　連絡し、報告し、話し合う組織づくり
○　達成感や充実感を得られる授業や活動の工夫
○　ＩＣＴの活用とアクティブラーニングの実践
○　探究学習、主権者教育、防災学習の充実
○　ボランティア活動やインターンシップの拡充
○　部活動での達成感、充実感による生徒の成長
○　学校行事での達成感、充実感による生徒の成長
○　部活動休養日の適切な設定

働き方
改革

〇教職員がワークライフバランスを実
感し、仕事に充実感を得られる学校
をつくる。

・ストレスチェック「同僚からの支援」９ポイント以上
【9.0】
・教員業務支援員教員アンケート「生徒と向き合う時
間が前年度より増えた」「多忙感の軽減につながっ
た」肯定的回答７０％以上
・ＧＷの在校等時間管理システムへの確実な入力及
びセルフマネジメントの実施

〇学校行事等のスクラップ
〇部活動数の精選及び顧問配置の見直し
〇教員業務支援員、部活動指導員の活用
〇会議時間の短縮・ペーパレス化

学校の
振興

〇10年後、20年後の自分の在るべき
姿を意識させる進路指導を充実させ
る。

〇学校全体で地域貢献を目指す。

・国公立大学の合格者数50名以上
【R4:58名、R3:51名、R２：47名、R１：53名】

・高校入試の志願者数増
【R4：133名、R3：93名、R2：99名、R1：109名、】

〇部活動単位の地域連携
〇体育祭、文化祭など学校行事の充実
〇課題探究の充実
〇保護者への情報発信（ホームページや連絡
ツールなど）
〇中学生の部活動体験や学校説明会の充実

■４月５日提出 □１０月３日提出 □３月８日提出


